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核とジェンダー
問題はつながっているから

GeNuine	共同創設者

核兵器の問題をジェンダー視点で考えることを
通して、あらゆる構造的な暴力がない世界を目指
す団体 GeNuine、共同創設者の徳田悠希さんにお
話を伺った。

❖ 声を上げている被爆者の姿に触れて
－団体を立ち上げるまでの歩みは？

現在、大学4年生。東京出身の私が核の問題に
触れたのは、中学・高校の平和学習で被爆体験を
聞いたことでした。中学で訪れた広島で「被爆は
過去のことではなく、あなたも体験するかもしれ
ない」という言葉に怖さを感じました。高校では
長崎に行きました。ちょうど、被害者が声を上げ
ることが難しいジェンダー課題を自分の体験と
して意識していた時期でした。それが、被爆者と
いうだけで差別されてきた状況と重なりました。
ただ、そうした中でも声を上げ続ける被爆者と出
会った衝撃は大きかったです。

大学入学は2020年。核問題を扱う社会活動に参
加し、全国に仲間ができました。2022年6月、核
兵器禁止条約第1回締約国会議が開催されている
ウィーンへ行き、サイドイベントへの参加や外交
官へのアドボカシーを行いました。この条約は、

核兵器に関するあらゆる行為を禁止するととも
に、ジェンター平等に則った軍縮を提起していま
す。そこでは、「核兵器が “ 力の象徴 ” である限り、
男性優位な社会は変わらない」など、核兵器があ
る世界そのものがジェンダー不平等であると、当
たり前に語られていました。私が感じていたこと
は間違いではなかったとエンパワーメントされま
した。その後、「女性の被爆者の声は代表されてこ
なかった」という問題意識をもつ仲間に出会い、
2023年4月、ふたりで団体を立ち上げました。

❖ 社会に向き合うときこそ、ジェンダーの視点を
－活動をする上で大事にしていることは？

日本にはジェンダー格差がないと感じている人
は、核問題に心を寄せる人の中にもいます。たと
えば「戦争のときは男性も大変だ」「核兵器が使
用されたら男も女もどちらも苦しいんだ」などの
反応があります。戦争が起きる構造問題や、女性
にふりかかる困難はなかなか伝わりません。月に
数回「核とジェンダー」という視点で講演依頼を
いただいています。そのときは、参加者に「自分
が責められている」と受け取られないよう、てい
ねいに伝える努力をしています。ただ、政策提言
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私の資源
分析力、楽観的
批判的に分析をするところはあると思います。あと
は、なんとかなる精神で楽観的。燃え尽きな
いようにと考えます。小さい進歩でも仲間と
シェアして喜ぶことにしています。

GeNuine
https://genuiine2023.wixsite.com/

genuine

の場など、権力をもっている人には、ジェンダー
課題も合わせて解決するべきだとはっきり伝えて
います。

関連して、活動をする中で注意しているのは、
代表者の声のみが大きくなり、異論が言いづらい
構造が生まれることです。活動自体がみんなの声
で形成されていくことを大切にしたいです。

❖ ジェンダーはあらゆる社会課題に通底している
－今後の展望は？

核とジェンダーについて、数分間のアニメー
ションにまとめています。ジェンダー不平等はあ
らゆる社会課題の根底にあります。また、核問題
も比較的高齢の男性という一部の人だけで話され
ていると感じます。ジェンダーの視点は、あらゆ
る立場の人をつなげるツールです。こうしたツー
ルを活用しながら、ワークショップなども広く展
開していきたいと考えています。

共感者をできるだけ増やし、政策提言も同時に
していきます。核の問題を安全保障の枠組だけで
なく、たとえば、気候変動が SDGs の観点で語ら
れるように、持続可能な社会のために核兵器はい
らないという視点から訴え続けていきます。

■■■■■■■■ CLOSE UP ■■■■■■■■

平和学習の一歩先に

＜あらゆる人が核のない世界のために「行動する」
人になる＞と掲げ、政策提言などをする団体「（一
社）かたわら」の理事もしています。平和学習での
学びを社会変革につなげるため、足りないものや優
先順位が下がっていることに目を向け、情報発信を
しています。

https://www.katawara.org/action

イベントに出展するなどして、核兵器とジェンダーに
ついて、同世代と意見交換する場をつくっています。

左の洋書は、『BANNING THE BOMB SMASHING THE PATRIARCHY』
（Ray Acheson, Rowman & Littlefield Pub Inc, 2021）。「核兵器と家
父長制はつながっている」と書かれていて、「核兵器を禁止して家父
長制をつぶそう」という強いメッセージを受け取りました。右の『布
団の中から蜂起せよ - アナーカ・フェミニズムのための断章』（高島
鈴，人文書院，2022）は、“ 体育会系の社会運動 ” に疲れたときに
おすすめです。
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